
     

 

 

 

     

■出席報告 
会 員 数   35名 
出席対象   33名 
出席者数   27名 
出 席 率   81.8％ 
前回修正   90.9％ 

■今週のことば 

小池さん、河西さん、本日は

よろしくお願いします。 

蒲地整志 

 

■ニコニコBOX 

２２名       22,000円 
累 計     862,000円 
目標額     130万円 
達成率     66.3％ 
 

■次回のプログラム 

3月14日 

健康診断と健康卓話 

職業奉仕委員会 

SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY   NO.1306 

第1306回例会報告 

会長挨拶 

会長 蒲地整志 

 振り子 
私は母子家庭で育ちましたが、母から「こうしろ」

とか「ああしろ」とか言われた事はほとんどありませ

ん。 

ただ、ある時（もう私が大人になっていたと思いま

すが）「振り子の大きい人間になりなさい」と言われ

ました。 

要するに、強さと優しさ、両方とも振り子を大きく

しなさいと言う事でした。 

本当の優しさは強さがないと生まれてきません

し、本当の強さは優しさがないと生まれてきませ

ん。 

私が青年会議所時代、四国の友人が口癖のよう

に「強い者ほど優しい」と言っておりました。 

正に振り子の大きさと同義語だと思っています。 

今の自分自身は、まだまだ振り子が小さいと感じ

ております。 

ただ、ロータリークラブに入会させて頂いて、以

前よりはいくらか振り子が大きくなったと思います。 

今後も一歩前へ進みながら、ロータリー活動を実

践し、少しでも振り子の大きい人間になりたいと思

っています。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

１）本日１１時より理事会が開催され次の通り３月度

の例会内容が決定されました。 

３月 07日 木 1307  クラブ会報委員会担当例会 

ミンダナオ訪問報告 

３月 14日 木 1308  職業奉仕委員会担当例会 

会員の健康診断と健康セミナー 

３月 21日 木 1309  社会奉仕委員会担当例会 

里山整備について 

３月28日 木 1310  新世代奉仕委員会担当例会 

   いじめについて 

４月 0４日 木1311   クラブ会報委員会担当例会 

会員卓話。小林聖仁会員、林洋三会員  

【連絡事項】 

１）健康診断お申込書を３月６日までにお送りくださ

い。 

２）３月のロータリーレートは８２円／＄です 

【受領文書】 

１） 諏訪 RC、岡谷エコーRC の会報が届いていま

す。 

２） 諏訪地方事務所よりアダプトプログラム報告会

の通知が来ています 

平成２５年２月２８日（木） 晴 

【２月は世界理解月間】 
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ガールスカウトに助成金を進呈 

 

 

 

 

 

 

 

例会に先立ち、ガールスカウト長野県第１５団に助

成金を進呈し、大変感謝されました。 

----------------------------------------- 

第1306回例会 

ガールスカウト活動報告 

新世代奉仕委員会 太田淳也 

今回は、社団法人ガールスカウト日本連盟・ガ

ールスカウト長野県第 15 団の小池敬子（たかこ）

団委員長様と、河西様（河西幹事の娘さん）をお招

き致しまして、「ガールスカウト 2012 年度一年間の

活動状況について」の御講演をして頂きました。 

ガールスカウトは 

①己啓発 ②人との交わり③自然と共に の 3 つ

の大きな目的を持って活動をされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、プラウニー・ジュニア・シニア・レンジャーの 4

つで構成されており、一年間の様々な活動の様子

を、スライドを通してご報告頂きました。子供達の、

明るく元気で楽しく頑張っている様子を拝見致しま

した。 

残念ながら、小池団委員長は、今年度で委員長

を退くと仰ってました。これからの未来に羽ばたく

青少年が、健やかに、自立した立派な人間に育

つように、これからもガールスカウト様のご活躍

を、ロータリークラブ一同、応援させて頂きます。 

本日はお忙しいところを、当クラブへ足を運ん

で頂きまして誠に有難うございました。 

----------------------------------------- 

職業奉仕を語る 
「ロータリーの友より」 

この記事は２０１２年５月ロータリーの友の中

の、「職業奉仕を語る」の座談会の中でコーディ

ネーターを勤めた姫路 R.C の安平パストガバナ

ーが、座談会の最後にまとめた話を皆様にご紹

介します。 

読まれた方には二重の話になりますが、日本

のロータリアンの職業奉仕の考え方として参考に

なると思いますので、お読み頂きたいと思いま

す。 

西洋のロータリーが開発してきた職業奉仕の

理念と、東洋の実業倫理の考え方は、まったく互

いに交流はないわけですが、やっぱり人間が考

えることなので、考え方は非常によく似ています。

「道心の中に衣食あり」と伝教大師最澄が言って

おられますが、伝教大師の場合は、一生懸命、

仏の道を追求していれば、食い扶持とか、着るも

のとかは、あとからついてくるよと。それと同じよう

に、ロータリーの理念の精進に奉仕していけば、

Profit．要するに食い扶持はあとからついてくる

よ、というのがロータリーの考え方の神髄ではな

いかと思います。 

実はすでに、岡崎忠雄さんという戦前の神戸

のガバナーが「道心の中に衣食あり」というのは、

「最もよく奉仕するもの、最もよく報いられる」とい

うのと同じ境地の表現であると言っています。 

本来、ロータリーの職業奉仕のことをいろいろ

解説するのに、東洋の実業倫理や仏教倫理を引

き合いに出すのは邪道かもしれませんが、そうい

うものを引き合いに出しながら説明していくという

のもわかりやすい手法かなと最近思っています。 

資料提供 クラブ会報 林洋三委員長 

 


